
くずし字解読講座 ４４ 

くずし字字典で様々なくずしをみる 

 （w）は、長い引用になってしまいましたが、難しい部

分が多く含まれています。 はこれまで何度か出てきま

したが、「其」です。次の も、第 42回で と出て

きた「節」です。今回の「節」と第 42回の「節」を比べ
ると、下半分はよく似ていますが、上の方は微妙に崩し方

が異なります。 

 次の は、「者（は）」ですが、 と は少し紛らわ

しいので、改めて並べてみました。前が「其」、後が「者」

です。 は、偏は「 」でしょう。旁
つくり

は という感じ

で書いてあります。この最後の部分（ ）は、「す」が「寸」

の崩しであることからもわかるように、「寸」というパー

ツが入っている可能性を示すヒントです。この は「寺」

で、「 」を付けて「持」という字です。次の は、「手書き認識」などを

手がかりにすれば「夫」で、前の字とつなげて「持夫」です。 
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 は「之」ですが、次の は（ここで切れるのかどうかも含めて）難しいと思います。

一件「と」に見えます。 は「の」で、 は、第３５回で「 」と出てきていますが、

「江」です。したがって「持夫之 の江」ですが、言葉のつながりから「も」だと想像で

きます。ここは「毛」という字が書いてあり、ひらがなの「も」の元の字です。 

 次の は、とても難しいと思います。下に というパーツがあるので、「 」

や「心」が入っている字だということは想像できます。しかし、それだけでは余り手がか

りになりません。ワープロの「手書き認識」でも出てこないと思います。 
実は、この字は、「懸」という字です。これまでなかったパターンの字だと思いますので、

『くずし字字典』で是非この字を引いてみてください。『くずし字字典』でいくつもの「懸」

の崩しを見ているうちに、何か新しい発見があるかもしれません。 

最後の は「合」ですので、「懸合」（かけあい）となります。(w)をまとめると、「其節
者持夫之もの江懸合」（その節は持夫の者へ懸け合い）となります。 


